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浜

の家
庭料理をご紹介

古宇郡漁協　

藤巻みや子さん

鮭の三平汁

【作り方】
だいこん・にんじんはいちょう切りにし、鮭は一口大の角切り、
長ねぎは１センチ幅の斜め切りにする。
鍋に水と昆布を入れ、切っただいこんとにんじんも入れて火に
かける。
煮立ってきたら昆布を取り出し、鮭を入れる。
再度煮立て、鮭に火が通ったら塩で味を整える。
火から下ろす少し前に長ねぎを入れる。
器に盛り出来上がり。
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塩
味
で
秋
鮭
の
美
味
し
さ
が
引
き
立
つ

　今
回
は「
鮭
の
三
平
汁
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。北
海
道
の
浜
の
味
覚
を
代
表
す
る
三

平
汁
は
、郷
土
料
理
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。昆
布
だ
し
と
塩
の
素
朴
な
味
付
け
で
、

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
秋
鮭
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
鮭
の
あ
ら
を
加
え
る

と
、更
に
味
わ
い
が
広
が
り
ま
す
。

【材料】（4人分）
・鮭・・・5切
・だいこん・・・1/4本
・にんじん・・・1/2本
・長ねぎ・・・1本
・昆布・・・30センチ2本
・塩・・・適量
・水・・・1000cc

鮭でつくる
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海海 夢夢ひとひと海 夢ひと

　マルハに勤務していた祖父
と、マルハの捕鯨母船に乗っ
ていた伯父から北洋漁業最盛
期の景気の良い話を聞きなが
ら、高校生の私は船乗りにな
りたいと思うようになり、近く
だった京大の水産学科に進み
ました。北大水産学部の教員
時代には、浜の調査へ出かけ
ていましたが、最近は畜産方面
の仕事が多く、漁業とは少し
縁遠くなってしまっています。
　北海学園大学では「地域研
修」という科目があり、私の
受け持つ２年生はここ数年、
標津漁協にお世話になり、サ
ケの定置網船での実習や、イ
クラ作り見学等の研修を受け
ます。サケの受精実習では、
生きたサケを締めてから卵子
や精子を取るところを目の当
たりにし、命を頂くことの意
味を感じる貴重な機会になっ
ています。

　
　最近は「市場原理」が独り
歩きし、それぞれの産業の特

性を全く考慮しない風潮が気
になります。儲かる漁業には
賛成ですが、水産に「特区」
を導入し、民間企業が自由に
参入すればうまくいくという
考えは、全くの夢物語です。
昔、北海道の定置網漁業は、
大手水産会社が多く手掛けて
いましたが、採算が合わなく
なると撤退し、地域に深刻な
影響を与えてきました。漁村
には人々が住み、病院や学校
等の社会的インフラも必要で
あり、魚を獲る企業だけがあ
っても漁村は成り立ちません。
　また漁村が衰退すれば魚食
文化、水産物を利用する文化

が継承されない恐れもありま
す。若い世代ほど、イカ、マ
グロ等の日本中どこでも手に
入る食材の消費比率が高く、
日本の魚食文化を支える地場
の「その他魚種」の消費が落
ちています。特定の魚種に消
費が集中すれば、経済効率は
良いかもしれませんが、特色
ある地域の魚食文化が失われ
ます。それほど魚食文化は、
経済だけでは割り切れないも
ろいものです。

　私は空理空論に走らないよ
う心掛け、実際に働いている
人、現にそこで生きている人
の話を大切にしたいと思って
います。漁師はええ仕事です、
安全第一で稼いで下さい。北
海道の漁業は名実ともに北海
道の看板で、それを支えるの
が漁師の皆さんです。「腕一本
で稼いでなんぼ」が、私のかっ
こええ漁師のイメージであり
魅力です。これからも子供た
ちが憧れ、自然に後を継いで
くれる漁業であって欲しいと
思っています。

サケの受精実習で命を頂く
意味を教えてもらっています

北海道の漁業は
 名実ともに北海道の看板

古林　英一さん北海学園大学教授

漁師はかっこええ仕事

「経済的な理由」だけでは
漁村や魚食文化は守れません

８月の登別港は毛ガニの水揚げで賑わいます
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表紙の写真は、いぶり中央漁協の本間 一俊さんご家族です。
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「
海
岸
線
の
仲
間
た
ち
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シ
リ
ー
ズ
で
浜
の
皆
さ
ん
を
ま
る
ご
と

紹
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て
い
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す
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管
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羅
臼
漁
協
で
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ホ
ッ
ケ
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カ
、昆
布
等

　
北
海
道
東
岸
と
北
方
領
土
の
国
後
島
と
の
間
を
縦

断
す
る
根
室
海
峡
は
、
全
長
が
１
３
０
キ
ロ
、
羅
臼

沖
で
２
，
４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
深
さ
が
あ
り

ま
す
。
羅
臼
漁
協
は
80
キ
ロ
に
及
ぶ
海
岸
線
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
国
境
の
海
の
歴
史
に
翻
弄

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
組
合
発
足
当
時
の
羅
臼
は
、
昆
布
漁
、
定
置
の
鮭

漁
、
タ
ラ
の
刺
網
漁
の
３
本
柱
で
繁
栄
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
52
年
の
２
０
０
カ
イ
リ
施
行
以
降
、
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
の
価
格
が
高
騰
、
翌
年
度
か
ら
水
揚
金
額

は
急
激
に
増
加
し
平
成
５
年
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ロ
シ
ア
ト
ロ
ー
ル
船
に
よ
る
操
業
や
漁
獲
過

多
の
影
響
を
受
け
資
源
が
減
少
、
最
盛
期
に
11
万
ト

ン
あ
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
も
１
万
ト
ン
程

に
減
少
し
、
操
業
船
の
自
主
減
船
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
秋
鮭
、
イ
カ
、
ホ
ッ
ケ
な
ど
、
一
年
の

水
揚
げ
の
約
７
割
が
秋
に
集
中
し
、
中
で
も
定
置
網

の
漁
獲
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
漁
全
盛
期
に
は
２
５
０
億
円
程
あ
っ
た
取
扱

も
、
現
在
は
１
３
０
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
ウ
ニ
、
昆
布
、
刺
網
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
漁
業

を
営
む
組
合
員
が
所
属
し
て
お
り
、
組
合
全
体
と
し

て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
漁
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

対
策
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
漁
協
の
根
幹
を
な
す
羅
臼
昆
布
漁
の
従
事
者
は
、

現
在
は
２
４
０
名
程
と
な
り
生
産
量
も
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
「
だ
し
昆
布
」
の
消
流
状
況
が
厳

し
い
近
年
、
価
格
の
高
い
羅
臼
昆
布
は
、
苦
戦
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
引
先
と
の
協
議
を
重
ね
、
製

品
の
規
格
改
定
や
品
質
向
上
の
た
め
の
採
取
方
法
変

更
等
に
取
り
組
み
、
消
費
地
で
消
流
し
や
す
い
形
を

模
索
し
、
浜
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
変
革
と
努
力
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
羅
臼
漁
協
が
秋
鮭
ブ
ラ
ン
ド
化
の
先
駆
け
と
し

て
、
「
鮭
児
」
に
タ
グ
を
つ
け
て
販
売
を
始
め
た
の

は
今
か
ら
16
年
程
前
の
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
秋
鮭
「
羅

皇
（
ら
お
う
）
」
は
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま

す
。
羅
皇
に
は
厳
し
い
選
別
基
準
が
あ
り
、
基
準
を

順
守
す
る
こ
と
で
評
価
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
沖

か
ら
陸
ま
で
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

３
〜
５
℃
の
低
温
で
雑
菌
が
ほ
と
ん
ど
な
い
海
洋
深

層
水
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
魚
の
温
度
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
、
一
昨

年
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
漁
業
大
賞
を
受
賞
、
新
し
い

市
場
の
完
成
に
よ
っ
て
、
市
場
全
体
と
し
て
の
衛
生

管
理
の
意
識
が
更
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

羅
臼
漁
港
は
、
ほ
ぼ
全
体
で
海
洋
深
層
水
の
使
用
が

可
能
で
、
あ
ら
ゆ
る
漁
業
で
、
海
洋
深
層
水
に
よ
る

衛
生
管
理
・
鮮
度
保
持
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
・
19
歳
）

山
倉
　
聡
美
さ
ん

や
ま 

く
ら

さ
と   

み

　来年２月で二十歳になる山倉さんは、羅臼高
校卒業後、昨年組合に就職して２年目を迎えま
す。両親が昆布漁を営んでおり、一番身近な漁
協で浜の人に役に立ちたいと思っているそうで
す。友達と行くカラオケや、スキーが趣味とい
う山倉さん、「浜の人の顔と名前を覚えて、聞か
れたことにすぐ答えられるようになりたいです
ね。」と笑顔で答えてくれました。

一
年
の
約
７
割
の
水
揚
げ
が
秋
に
集
中

組
合
全
体
と
し
て

　
　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
漁
業
を
模
索

市
場
全
体
で

衛
生
管
理
・
鮮
度
保
持
へ
の
高
い
意
識

ブランド秋鮭「羅皇」の評価は年々高まっています

平成19年に完成した
衛生管理型市場

市場全体に
「海洋深層水」の
取水口があります
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え
る
深
さ
が
あ
り

ま
す
。
羅
臼
漁
協
は
80
キ
ロ
に
及
ぶ
海
岸
線
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
国
境
の
海
の
歴
史
に
翻
弄

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
組
合
発
足
当
時
の
羅
臼
は
、
昆
布
漁
、
定
置
の
鮭

漁
、
タ
ラ
の
刺
網
漁
の
３
本
柱
で
繁
栄
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
52
年
の
２
０
０
カ
イ
リ
施
行
以
降
、
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
の
価
格
が
高
騰
、
翌
年
度
か
ら
水
揚
金
額

は
急
激
に
増
加
し
平
成
５
年
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ロ
シ
ア
ト
ロ
ー
ル
船
に
よ
る
操
業
や
漁
獲
過

多
の
影
響
を
受
け
資
源
が
減
少
、
最
盛
期
に
11
万
ト

ン
あ
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
も
１
万
ト
ン
程

に
減
少
し
、
操
業
船
の
自
主
減
船
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
秋
鮭
、
イ
カ
、
ホ
ッ
ケ
な
ど
、
一
年
の

水
揚
げ
の
約
７
割
が
秋
に
集
中
し
、
中
で
も
定
置
網

の
漁
獲
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
漁
全
盛
期
に
は
２
５
０
億
円
程
あ
っ
た
取
扱

も
、
現
在
は
１
３
０
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
ウ
ニ
、
昆
布
、
刺
網
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
漁
業

を
営
む
組
合
員
が
所
属
し
て
お
り
、
組
合
全
体
と
し

て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
漁
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

対
策
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
漁
協
の
根
幹
を
な
す
羅
臼
昆
布
漁
の
従
事
者
は
、

現
在
は
２
４
０
名
程
と
な
り
生
産
量
も
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
「
だ
し
昆
布
」
の
消
流
状
況
が
厳

し
い
近
年
、
価
格
の
高
い
羅
臼
昆
布
は
、
苦
戦
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
引
先
と
の
協
議
を
重
ね
、
製

品
の
規
格
改
定
や
品
質
向
上
の
た
め
の
採
取
方
法
変

更
等
に
取
り
組
み
、
消
費
地
で
消
流
し
や
す
い
形
を

模
索
し
、
浜
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
変
革
と
努
力
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
羅
臼
漁
協
が
秋
鮭
ブ
ラ
ン
ド
化
の
先
駆
け
と
し

て
、
「
鮭
児
」
に
タ
グ
を
つ
け
て
販
売
を
始
め
た
の

は
今
か
ら
16
年
程
前
の
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
秋
鮭
「
羅

皇
（
ら
お
う
）
」
は
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま

す
。
羅
皇
に
は
厳
し
い
選
別
基
準
が
あ
り
、
基
準
を

順
守
す
る
こ
と
で
評
価
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
沖

か
ら
陸
ま
で
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

３
〜
５
℃
の
低
温
で
雑
菌
が
ほ
と
ん
ど
な
い
海
洋
深

層
水
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
魚
の
温
度
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
、
一
昨

年
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
漁
業
大
賞
を
受
賞
、
新
し
い

市
場
の
完
成
に
よ
っ
て
、
市
場
全
体
と
し
て
の
衛
生

管
理
の
意
識
が
更
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

羅
臼
漁
港
は
、
ほ
ぼ
全
体
で
海
洋
深
層
水
の
使
用
が

可
能
で
、
あ
ら
ゆ
る
漁
業
で
、
海
洋
深
層
水
に
よ
る

衛
生
管
理
・
鮮
度
保
持
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
・
19
歳
）

山
倉
　
聡
美
さ
ん

や
ま 

く
ら

さ
と   

み

　来年２月で二十歳になる山倉さんは、羅臼高
校卒業後、昨年組合に就職して２年目を迎えま
す。両親が昆布漁を営んでおり、一番身近な漁
協で浜の人に役に立ちたいと思っているそうで
す。友達と行くカラオケや、スキーが趣味とい
う山倉さん、「浜の人の顔と名前を覚えて、聞か
れたことにすぐ答えられるようになりたいです
ね。」と笑顔で答えてくれました。

一
年
の
約
７
割
の
水
揚
げ
が
秋
に
集
中

組
合
全
体
と
し
て

　
　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
漁
業
を
模
索

市
場
全
体
で

衛
生
管
理
・
鮮
度
保
持
へ
の
高
い
意
識

ブランド秋鮭「羅皇」の評価は年々高まっています

平成19年に完成した
衛生管理型市場

市場全体に
「海洋深層水」の
取水口があります
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知
床
半
島
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
近
年

で
は
、
ク
ジ
ラ
を
陸
上
か
ら
観
察
出
来
る
地
域
と
し

て
、
研
究
者
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
知
床

は
自
然
と
漁
業
と
が
一
体
で
評
価
さ
れ
、
中
で
も
漁

業
者
に
よ
る
資
源
管
理
は
、
漁
期
の
設
定
、
網
目
の

大
き
さ
、
産
卵
場
所
の
保
護
な
ど
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
漁
協
で
は
、
観
光
客
や
修
学
旅

行
生
を
中
心
に
、
市
場
等
の
生
産
現
場
の
見
学
を
実

施
、
羅
臼
観
光
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
の
食
育
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後

も
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
元
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鮭
定
置
漁
業
に
従
事
す
る
菅
原
さ
ん
、
今
年
か
ら

青
年
部
長
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
羅
臼
漁
協
青
年
部

は
、
１
２
０
人
程
の
部
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、

漁
業
種
類
毎
に
定
置
、
昆
布
、
刺
網
等
の
青
年
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
お
祭
り
に
は
青
年
部
員
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

毎
年
９
月
に
行
わ
れ
る
「
ら
う
す
漁
火
ま
つ
り
」
で

は
、
「
そ
ら
か
け
ス
コ
ッ
プ
船
こ
ぎ
レ
ー
ス
」
が
実

施
さ
れ
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た
漕
ぎ
手
が
、
漁
船
を

ス
コ
ッ
プ
で
漕
ぎ
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
菅
原
さ
ん

の
親
の
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う「
鮭
の
競
り
市
」

は
、
定
置
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
競
り
人
を
青
年
部
員
が
務

め
、
お
祭
り
の
お
客
さ
ん
が
買
い
人
と
し
て
競
り
に

参
加
し
ま
す
。
こ
の
競
り
市
で
は
、
参
加
者
は
真
剣

そ
の
も
の
、
青
年
部
員
も
競
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

必
死
で
す
。
台
本
は
な
い
そ
う
で
す
が
、
伝
統
的
に

競
り
の
「
技
」
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
羅
臼
の
食
材
を
使
い
札

幌
の
ホ
テ
ル
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
作
り
、
無
料
試

食
会
も
開
催
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

菅
原
さ
ん
は
、
「
各
青
年
会
自
慢
の
魚
を
ど
ん
ど
ん

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
青
年
部
で
率
先
し
て
付

加
価
値
を
高
め
、
浜
値
に
反
映
さ
れ
れ
ば
ベ
ス
ト
で

す
。」と
話
し
、
地
元
羅
臼
の
魚
の
Ｐ
Ｒ
へ
の
強
い
意

気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
羅
臼
漁
協
の
女
性
部
長
に
就
任
し
て
４
年
目
を
迎

え
る
田
中
さ
ん
は
、
指
導
漁
業
士
と
し
て
の
活
動
も

精
力
的
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。
羅
臼
漁
協
の
女
性
部

員
は
、
員
外
合
わ
せ
て
全
体
で
６
８
０
人
程
を
数
え
、

漁
協
の
組
合
員
数
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
支

部
は
９
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
支
部
長
が
し
っ
か
り

と
ま
と
め
全
体
の
運
営
も
円
滑
に
進
ん
で
い
ま
す
。

 

「
料
理
が
自
慢
で
す
ね
。
」
と
話
す
田
中
さ
ん
、
地

元
の
お
祭
り
で
は
女
性
部
も
出
店
、
昆
布
ラ
ー
メ
ン
、

鮭
ざ
ん
ぎ
な
ど
数
々
の
自
慢
料
理
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
現
在
は
「
ホ
ッ
ケ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」

が
一
押
し
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
売
り
出
し
て
す
ぐ
に
完

売
す
る
ほ
ど
の
人
気
だ
そ
う
で
す
。
ホ
ッ
ケ
の
す
り

身
を
使
っ
た
か
ま
ぼ
こ
や
、
秋
に
は
鮭
フ
レ
ー
ク
な

ど
、
旬
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
工
夫
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　
地
元
羅
臼
高
校
で
の
「
水
産
教
室
」
は
30
年
程
の

歴
史
が
あ
り
、
小
学
校
や
幼
稚
園
で
の
食
育
活
動
に

も
積
極
的
で
す
。
「
地
元
で
も
魚
が
食
べ
ら
れ
な
い

子
供
が
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
こ
と
で
食

べ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
試
行
錯
誤
は
あ
り
ま
す
が
、

明
る
く
美
し
く
元
気
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
た
な
メ
ニ

ュ
ー
作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
田
中
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

明
る
く
美
し
く
元
気
に
！

　
　
　
　
　
料
理
自
慢
の
女
性
部
活
動

た 　なか いく    こ

羅臼漁協
青年部長

菅原　史大さん
ふみ   ひろすが  わら

羅
臼
の
魚
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
す
る
青
年
部
活
動

漁
業
も
観
光
・
食
育
で

　
　
　
　
　
　
町
の
発
展
に
貢
献

羅臼漁協
女性部長

田中　郁子さん

毎年大盛り上がりをみせる「鮭の競り市」

店には旬のブドウエビやボタンエビなど
鮮魚も多く並んでいました

羅臼漁協直営店「海鮮工房」

イベントでは女性部自慢の料理が並びます

人気急上昇中のキャラクター
「ラウフィッシャー」

羅臼で水揚される5種類の魚が
かくれています
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ま
す
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と
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と
が
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で
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さ
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、
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も
漁
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に
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、
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の
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定
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、
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い
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を
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ま
す
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で
は
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客
や
修
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を
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の
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の
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を
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、
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す
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ま
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、

地
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で
の
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活
動
に
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を
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お
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、
今
後

も
町
と
一
体
と
な
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て
、
地
元
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鮭
定
置
漁
業
に
従
事
す
る
菅
原
さ
ん
、
今
年
か
ら

青
年
部
長
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
羅
臼
漁
協
青
年
部

は
、
１
２
０
人
程
の
部
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、

漁
業
種
類
毎
に
定
置
、
昆
布
、
刺
網
等
の
青
年
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
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地
域
の
お
祭
り
に
は
青
年
部
員
は
欠
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せ
ま
せ
ん
。
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年
９
月
に
行
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れ
る
「
ら
う
す
漁
火
ま
つ
り
」
で

は
、
「
そ
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か
け
ス
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プ
船
こ
ぎ
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ス
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が
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さ
れ
、
全
道
か
ら
集
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た
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が
、
漁
船
を
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が
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」
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す
。

　
今
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の
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と
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、
羅
臼
の
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を
使
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を
作
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、
無
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会
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を
ど
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ど
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で
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率
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価
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し
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の
強
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を
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れ
ま
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た
。
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長
に
就
任
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目
を
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え
る
田
中
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は
、
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漁
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と
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の
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も
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的
に
こ
な
し
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す
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０
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を
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、
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９
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が
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の
運
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に
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「
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が
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で
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。
」
と
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す
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中
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、
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で
は
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、
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、
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メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
現
在
は
「
ホ
ッ
ケ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」

が
一
押
し
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
売
り
出
し
て
す
ぐ
に
完

売
す
る
ほ
ど
の
人
気
だ
そ
う
で
す
。
ホ
ッ
ケ
の
す
り

身
を
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っ
た
か
ま
ぼ
こ
や
、
秋
に
は
鮭
フ
レ
ー
ク
な

ど
、
旬
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
工
夫
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　
地
元
羅
臼
高
校
で
の
「
水
産
教
室
」
は
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年
程
の

歴
史
が
あ
り
、
小
学
校
や
幼
稚
園
で
の
食
育
活
動
に

も
積
極
的
で
す
。
「
地
元
で
も
魚
が
食
べ
ら
れ
な
い

子
供
が
い
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す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
こ
と
で
食

べ
て
く
れ
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す
の
で
、
試
行
錯
誤
は
あ
り
ま
す
が
、

明
る
く
美
し
く
元
気
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
新
た
な
メ
ニ

ュ
ー
作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、
田
中
さ
ん
は

話
し
て
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れ
ま
し
た
。

明
る
く
美
し
く
元
気
に
！

　
　
　
　
　
料
理
自
慢
の
女
性
部
活
動

た 　なか いく    こ

羅臼漁協
青年部長

菅原　史大さん
ふみ   ひろすが  わら

羅
臼
の
魚
を
積
極
的
に

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
す
る
青
年
部
活
動

漁
業
も
観
光
・
食
育
で

　
　
　
　
　
　
町
の
発
展
に
貢
献

羅臼漁協
女性部長

田中　郁子さん

毎年大盛り上がりをみせる「鮭の競り市」

店には旬のブドウエビやボタンエビなど
鮮魚も多く並んでいました

羅臼漁協直営店「海鮮工房」

イベントでは女性部自慢の料理が並びます

人気急上昇中のキャラクター
「ラウフィッシャー」

羅臼で水揚される5種類の魚が
かくれています
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　今
年
は
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
性
物
質
汚
染
問
題
な
ど
、例
年
と
は
大

き
く
異
な
る
環
境
の
中
、秋
鮭
の
盛
漁
期
を
迎
え

ま
す
。昨
年
の
秋
鮭
・い
く
ら
の
消
流
状
況
、今
年

の
最
新
動
向
な
ど
に
つ
い
て
、ぎ
ょ
れ
ん
重
岡
常

務
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ぎょれん  重岡常務

浜からの直売はいつもお客さんに好評です

「旬」の商品として生秋鮭は欠かせない商品になりました
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特 集特 集
Na
mimaru 

SPECIAL

北海道秋鮭の処理配分推移（ぎょれん調べ） 北海道・東北3県 秋鮭水揚量推移

生鮮

北海道 東北3県
単価（北海道） 単価（東北3県）

塩蔵

すり身
輸出

冷凍

（単位：千トン） （単位：トン） （単位：円）

　平
成
22
年
の
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
、
過
去
10
年
間
に

お
い
て
は
、
平
成
20
年
に
次
ぐ
不
漁
の
年
で
、
12
万

３
千
ト
ン
の
低
位
な
水
揚
げ
で
漁
期
が
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
昨
年
の
秋
鮭
の
平
均
浜
値
は
、
一

昨
年
を
上
回
る
キ
ロ
３
２
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　平
成
20
年
は
11
万
ト
ン
、
21
年
は
15
万
ト
ン
、
昨

年
は
12
万
ト
ン
と
、
漁
期
前
の
水
揚
予
想
に
反
し
、

こ
こ
数
年
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
激
し
く
乱
高
下
し
て
い

ま
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
魚
卵
製
品
（
い
く
ら
）
に

つ
い
て
は
、
２
年
間
に
わ
た
り
右
肩
下
が
り
の
価
格

で
推
移
し
、
流
通
に
混
乱
を
き
た
し
ま
し
た
。
昨
年

の
漁
期
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
メ
ス
の
価
格
は
安
値
で

推
移
し
、
浜
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
厳
し
い
１
年
で
し

た
が
、
最
終
的
に
消
費
者
に
受
け
入
れ
る
価
格
帯
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
上
低
位
な
水
揚
で
漁
期
を
終
え

た
た
め
、
そ
の
後
の
い
く
ら
の
消
流
は
非
常
に
ス
ム

ー
ズ
で
、
在
庫
が
減
少
す
る
に
つ
れ
価
格
が
上
昇

し
、
今
年
の
８
月
の
漁
期
前
に
は
、
在
庫
が
ほ
ぼ
一

掃
す
る
見
込
み
で
す
。

　ま
た
昨
年
の
親
に
つ
い
て
は
、
「
円
高
」
の
状
況

下
に
あ
り
、
需
給
調
整
の
鍵
と
な
る
輸
出
環
境
は
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
加
工

地
中
国
の
経
済
発
展
に
よ
っ
て
人
件
費
が
高
騰
す
る

な
ど
、
従
来
か
ら
続
い
て
き
た
日
本
か
ら
中
国
へ
輸

出
し
加
工
す
る
環
境
は
、
全
体
的
な
コ
ス
ト
高
と
な

る
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
平
成
22
年
（
暦
年

１
月
〜
12
月
）
累
計
の
最
終
的
な
輸
出
数
量
は
６
万

４
千
ト
ン
で
、
秋
鮭
の
輸
出
は
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
中
国
の
輸
出
価
格
に
国
内
の
製
品
価
格
も
牽
引

さ
れ
て
上
昇
し
た
た
め
、
国
内
の
末
端
価
格
と
の
逆

ザ
ヤ
が
起
き
て
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
現
在
は
親

の
在
庫
も
一
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
の
秋
鮭
対
策
は
、
従
来
か
ら
の
輸
出
と
国
内

販
売
の
充
実
と
い
う
両
軸
で
考
え
て
い
ま
す
。
福
島

第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
問
題
に
よ
っ
て

国
内
流
通
や
輸
出
環
境
は
激
変
し
、
非
常
に
流
動
的

な
中
に
あ
り
ま
す
。一
方
今
年
の
水
揚
げ
は
こ
こ
10
年

で
３
番
目
に
低
い
予
想
で
す
が
、平
年
並
み
の
水
揚
げ

（
15
万
ト
ン
）
を
想
定
し
た
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　従
来
か
ら
輸
出
を
進
め
て
き
た
中
国
か
ら
も
、
秋
鮭

製
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

の
証
明
書
添
付
な
ど
輸
出
の
手
続
き
は
煩
雑
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
水
産
庁
を
窓
口
に
、
輸
出
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
事
務
の
簡
便
化
を
要
請
し
て
き
ま

41,385

H10

単価（東北3県） 単価（北海道）

北海道・東北3県秋鮭水揚量推移
（単位：t） （単位：円）
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＠326

＠418

い
く
ら
は
順
調
な
消
流
が
進
み

　漁
期
前
に
は
在
庫
が
一
掃
す
る
見
込
み

輸
出
環
境
は
放
射
性
物
質
問
題
で
極
め
て
不
透
明

親
は
円
高
の
厳
し
い
環
境
下
で
も
順
調
に
輸
出
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38,187

H18

157,522

37,061

H19

115,645

37,244

H20

151,859

37,854

H21

38,288

H22

123,021

25,638

＠326

＠418

い
く
ら
は
順
調
な
消
流
が
進
み

　漁
期
前
に
は
在
庫
が
一
掃
す
る
見
込
み

輸
出
環
境
は
放
射
性
物
質
問
題
で
極
め
て
不
透
明

親
は
円
高
の
厳
し
い
環
境
下
で
も
順
調
に
輸
出
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し
た
。
し
か
し
２
種
類
の
証
明
書
添
付
が
義
務
化
さ

れ
、
手
続
き
上
輸
出
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
現
在
も
中
国
現
地
の
状
況
を
把
握

し
、日
本
の
現
況
を
伝
え
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
輸
出
を

ス
ム
ー
ズ
に
促
進
し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
通
り
、秋
鮭
の
輸
出
環
境
は
極
め
て
流
動
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
年
の
秋
鮭
対
策
は
、状
況
に
応

じ
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。輸
出
は
秋

鮭
全
体
の
価
格
を
牽
引
す
る
大
き
な
力
で
あ
り
、積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
が
、今
年
は
よ
り
国
内
に
軸
足

を
置
い
た
消
流
対
策
が
必
要
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
平
成
７
年
か
ら
始
め
て
い
る
生
鮮
流
通
対

策
を
、拡
充
推
進
す
る
こ
と
で
す
。９
〜
10
月
の
量
販

店
を
主
体
に
し
た
生
秋
鮭
フ
ィ
ー
レ
に
つ
い
て
、昨
年

ぎ
ょ
れ
ん
は
約
６
５
０
ト
ン
の
製
品
を
生
産
し
ま
し

た
が
、今
年
は
倍
増
の
１
２
０
０
ト
ン
ま
で
増
産
予
定

で
す
。２
つ
め
は
国
内
需
要
を
拡
大
す
る
年
間
商
材
と

し
て
、弁
当
の
具
材
や
給
食
向
け
の
熟
成
フ
ィ
ー
レ
や

冷
凍
フ
ィ
ー
レ
等
の
親
製
品
の
生
産
を
拡
大
し
ま
す
。

さ
ら
に
、秋
鮭
普
及
協
議
会
と
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会

と
連
携
し
て
、国
内
販
促
向
け
の
様
々
な
宣
伝
普
及
活

動
を
強
化
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
北
海
道
の
サ
ン
マ
と
秋
鮭

は
、
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
飾
る

目
玉
商
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。ま
た
震
災

後
「
鮭
フ
レ
ー
ク
」
の
需
要
が
進
み
原
料
は
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。鮭
フ
レ
ー
ク
は
、輸
出
促
進
に
よ

る
原
料
難
か
ら
一
時
期
需
要
が
低
迷
し
ま
し
た
が
、

弁
当
や
お
に
ぎ
り
向
け
な
ど
、
安
定
し
て
消
化
さ
れ

る
商
材
と
し
て
今
後
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、国

内
市
場
は
期
待
が
持
て
る
環
境
と
い
え
ま
す
。

　
い
く
ら
に
つ
い
て
は
消
費
者
が
買
い
求
め
や
す
い

価
格
を
意
識
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
年
間
を
通
じ
て

消
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
消
費
者
の
「
ハ
レ
の

日
」
寿
司
の
人
気
商
材
で
あ
り
、
需
要
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
同
様
の
価
格
が
形
成
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
の
被
災
地
三
陸
で
は
、
北
海
道
の
秋
鮭
が
親

ベ
ー
ス
で
例
年
２
万
ト
ン
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
陸
地
区
の
背
面
処
理
施
設
の
復
旧
が
、
３
割
程
度

と
想
定
す
る
と
、
約
１
万
５
千
ト
ン
は
道
内
で
の
処

理
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。
道
内
の
加
工
業
者

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
水
揚
げ
を
支
え
る
処
理
体

制
を
構
築
し
、
秋
鮭
対
策
事
業
の
中
で
適
正
な
処
理

配
分
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
国
内
向
け
の
生
産
が
拡
大
す
る
と
共
に
、

輸
出
の
手
続
き
が
複
雑
に
な
り
、
国
内
に
お
け
る
秋

鮭
製
品
の
滞
留
時
間
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、保
管

機
能
の
不
足
や
そ
の
コ
ス
ト
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。増
え
た
コ
ス
ト
に
よ
り
浜
値
低
下
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
、魚
価
安
定
基
金
を
通
じ
て
、国
の
需
給
調
整
対

策
事
業
と
し
て
助
成
の
拡
充
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
秋
鮭
は
、
中
国
へ
の
輸
出
が
こ
れ
ま
で

順
調
に
伸
び
て
お
り
、
中
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
加

工
原
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
中

国
か
ら
は
、
北
海
道
の
秋
鮭
を
昨
年
並
み
に
買
い
付

け
た
い
と
い
う
意
欲
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
原

発
事
故
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
輸
出
環
境
は
流
動

的
で
す
。
漁
期
開
始
前
に
環
境
が
好
転
す
る
の
が
見
込

め
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
輸
出
の
条
件
で
あ
る
放
射
性

物
質
の
検
査
を
励
行
し
、
中
国
側
に
秋
鮭
の
安
全
を

担
保
し
て
い
る
こ
と
を
、理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ
消
費
さ
れ

る
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
台
湾
等
に
向
け
、
道
産

秋
鮭
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

活
動
も
、今
年
度
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
秋
鮭
の
放
射
性
物
質
検
査
は
、
道
・
定
置
漁
業
協

会
・
ぎ
ょ
れ
ん
で
協
議
し
、
道
が
水
揚
げ
前
に
魚
体

を
検
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
製
品
出

荷
状
況
に
応
じ
検
査
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
が
メ
ー
カ
ー
と

し
て
独
自
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
浜
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
中
で
、
秋
鮭
が

放
射
性
物
質
の
風
評
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
価
格

対
策
を
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
と
い
う
切
実
な
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
、
複
雑
な
輸
出
手
続
き
や

原
産
地
証
明
、
放
射
性
物
質
検
査
な
ど
、
生
産
、
加

工
、
輸
出
業
者
と
一
体
と
な
っ
た
安
全
の
担
保
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
も
、
浜
が
再
生
産
出
来
る
秋
鮭
価
格
を
目
指

し
、
価
格
の
安
定
化
を
図
る
上
で
輸
出
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
浜
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
並
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
の
い
く
ら
消
費
量
は
、
東
欧
を
含
め
２
万

ト
ン
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
の
ロ
シ
ア
へ

の
輸
出
は
昨
年
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
輸
出
手

続
き
が
障
壁
と
な
っ
て
少
量
の
輸
出
実
績
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
ロ
シ
ア
は
マ
ス
の
豊
漁

年
で
、
道
産
い
く
ら
の
輸
出
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境

で
す
が
、
中
長
期
を
見
据
え
輸
出
事
業
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
北
海
道
の
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
秋

鮭
・
い
く
ら
を
、
「
国
内
流
通
対
策
の
強
化
」
と
い

う
原
点
に
立
ち
返
り
、
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
く
年

だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
国
内
向
け
対
策
事

業
の
継
続
拡
大
を
図

り
な
が
ら
、
北
海
道

の
秋
鮭
が
、
他
の
魚

種
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
流
通
を
確
立

し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今年の生秋鮭フィーレは昨年比倍増の生産を行う予定です

ロシア国内で多く流通する塩いくら

今
年
は
国
内
に
軸
を
置
い
た

　
　
　流
通
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す

放
射
性
物
質
検
査
を
励
行
し
て
安
全
を
担
保
し

さ
ら
に
輸
出
先
へ
の
理
解
促
進
が
必
須

被
災
地「
三
陸
」を
カ
バ
ー
し
て
秋
鮭
の

　適
正
処
理
配
分
を
維
持
し
て
い
き
ま
す

「
秋
鮭
」が
風
評
被
害
を
受
け
な
い
よ
う

　
　懸
命
な
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

ロ
シ
ア
向
け
の
い
く
ら
の
輸
出
は

中
長
期
を
見
据
え
て
継
続
し
て
い
き
ま
す

0
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70,000

期
待
さ
れ
る
秋
鮭
の
国
内
市
場

H13

25,538

2,538

H14

31,921

27,978

3,943

H15

62,094

52,239

9,855

H16

48,653

11,201

59,854

H17

49,481

15,881

65,362

H18

48,685

16,847

65,532

H19

38,568

18,403

56,971

H20

22,899

21,743

44,642

H21

37,809

17,580

55,388

H22

39,927

24,250

64,177

28,076

秋鮭輸出実績（通関統計調べ）

1－8月
9－12月

（単位：トン）

需要の伸びが期待される「鮭フレーク」

「熟成鮭」は年間商材として定着してきました
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し
た
。
し
か
し
２
種
類
の
証
明
書
添
付
が
義
務
化
さ

れ
、
手
続
き
上
輸
出
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
現
在
も
中
国
現
地
の
状
況
を
把
握

し
、日
本
の
現
況
を
伝
え
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
輸
出
を

ス
ム
ー
ズ
に
促
進
し
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
通
り
、秋
鮭
の
輸
出
環
境
は
極
め
て
流
動
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
年
の
秋
鮭
対
策
は
、状
況
に
応

じ
た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。輸
出
は
秋

鮭
全
体
の
価
格
を
牽
引
す
る
大
き
な
力
で
あ
り
、積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
が
、今
年
は
よ
り
国
内
に
軸
足

を
置
い
た
消
流
対
策
が
必
要
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
平
成
７
年
か
ら
始
め
て
い
る
生
鮮
流
通
対

策
を
、拡
充
推
進
す
る
こ
と
で
す
。９
〜
10
月
の
量
販

店
を
主
体
に
し
た
生
秋
鮭
フ
ィ
ー
レ
に
つ
い
て
、昨
年

ぎ
ょ
れ
ん
は
約
６
５
０
ト
ン
の
製
品
を
生
産
し
ま
し

た
が
、今
年
は
倍
増
の
１
２
０
０
ト
ン
ま
で
増
産
予
定

で
す
。２
つ
め
は
国
内
需
要
を
拡
大
す
る
年
間
商
材
と

し
て
、弁
当
の
具
材
や
給
食
向
け
の
熟
成
フ
ィ
ー
レ
や

冷
凍
フ
ィ
ー
レ
等
の
親
製
品
の
生
産
を
拡
大
し
ま
す
。

さ
ら
に
、秋
鮭
普
及
協
議
会
と
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会

と
連
携
し
て
、国
内
販
促
向
け
の
様
々
な
宣
伝
普
及
活

動
を
強
化
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
北
海
道
の
サ
ン
マ
と
秋
鮭

は
、
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
飾
る

目
玉
商
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。ま
た
震
災

後
「
鮭
フ
レ
ー
ク
」
の
需
要
が
進
み
原
料
は
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。鮭
フ
レ
ー
ク
は
、輸
出
促
進
に
よ

る
原
料
難
か
ら
一
時
期
需
要
が
低
迷
し
ま
し
た
が
、

弁
当
や
お
に
ぎ
り
向
け
な
ど
、
安
定
し
て
消
化
さ
れ

る
商
材
と
し
て
今
後
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、国

内
市
場
は
期
待
が
持
て
る
環
境
と
い
え
ま
す
。

　
い
く
ら
に
つ
い
て
は
消
費
者
が
買
い
求
め
や
す
い

価
格
を
意
識
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
年
間
を
通
じ
て

消
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
消
費
者
の
「
ハ
レ
の

日
」
寿
司
の
人
気
商
材
で
あ
り
、
需
要
が
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
同
様
の
価
格
が
形
成
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
の
被
災
地
三
陸
で
は
、
北
海
道
の
秋
鮭
が
親

ベ
ー
ス
で
例
年
２
万
ト
ン
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
陸
地
区
の
背
面
処
理
施
設
の
復
旧
が
、
３
割
程
度

と
想
定
す
る
と
、
約
１
万
５
千
ト
ン
は
道
内
で
の
処

理
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。
道
内
の
加
工
業
者

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
水
揚
げ
を
支
え
る
処
理
体

制
を
構
築
し
、
秋
鮭
対
策
事
業
の
中
で
適
正
な
処
理

配
分
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
国
内
向
け
の
生
産
が
拡
大
す
る
と
共
に
、

輸
出
の
手
続
き
が
複
雑
に
な
り
、
国
内
に
お
け
る
秋

鮭
製
品
の
滞
留
時
間
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、保
管

機
能
の
不
足
や
そ
の
コ
ス
ト
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。増
え
た
コ
ス
ト
に
よ
り
浜
値
低
下
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
、魚
価
安
定
基
金
を
通
じ
て
、国
の
需
給
調
整
対

策
事
業
と
し
て
助
成
の
拡
充
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
秋
鮭
は
、
中
国
へ
の
輸
出
が
こ
れ
ま
で

順
調
に
伸
び
て
お
り
、
中
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
加

工
原
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
中

国
か
ら
は
、
北
海
道
の
秋
鮭
を
昨
年
並
み
に
買
い
付

け
た
い
と
い
う
意
欲
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
原

発
事
故
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
輸
出
環
境
は
流
動

的
で
す
。
漁
期
開
始
前
に
環
境
が
好
転
す
る
の
が
見
込

め
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
輸
出
の
条
件
で
あ
る
放
射
性

物
質
の
検
査
を
励
行
し
、
中
国
側
に
秋
鮭
の
安
全
を

担
保
し
て
い
る
こ
と
を
、理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
中
国
か
ら
輸
出
さ
れ
消
費
さ
れ

る
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
台
湾
等
に
向
け
、
道
産

秋
鮭
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う

活
動
も
、今
年
度
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
秋
鮭
の
放
射
性
物
質
検
査
は
、
道
・
定
置
漁
業
協

会
・
ぎ
ょ
れ
ん
で
協
議
し
、
道
が
水
揚
げ
前
に
魚
体

を
検
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
製
品
出

荷
状
況
に
応
じ
検
査
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
が
メ
ー
カ
ー
と

し
て
独
自
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
浜
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
中
で
、
秋
鮭
が

放
射
性
物
質
の
風
評
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
価
格

対
策
を
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
と
い
う
切
実
な
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
、
複
雑
な
輸
出
手
続
き
や

原
産
地
証
明
、
放
射
性
物
質
検
査
な
ど
、
生
産
、
加

工
、
輸
出
業
者
と
一
体
と
な
っ
た
安
全
の
担
保
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
も
、
浜
が
再
生
産
出
来
る
秋
鮭
価
格
を
目
指

し
、
価
格
の
安
定
化
を
図
る
上
で
輸
出
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
浜
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
並
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
の
い
く
ら
消
費
量
は
、
東
欧
を
含
め
２
万

ト
ン
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
の
ロ
シ
ア
へ
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は
昨
年
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
輸
出
手

続
き
が
障
壁
と
な
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て
少
量
の
輸
出
実
績
と
な
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て

い
る
の
が
現
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す
。
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た
ロ
シ
ア
は
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ス
の
豊
漁

年
で
、
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い
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の
輸
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て
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環
境

で
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が
、
中
長
期
を
見
据
え
輸
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を
継
続
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て

い
き
ま
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。
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返
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っ
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。
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風
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被
害
を
受
け
な
い
よ
う
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な
対
策
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て
い
き
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す

ロ
シ
ア
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け
の
い
く
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の
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出
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20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

期
待
さ
れ
る
秋
鮭
の
国
内
市
場

H13

25,538

2,538

H14

31,921

27,978

3,943

H15

62,094

52,239

9,855

H16

48,653

11,201

59,854

H17

49,481

15,881

65,362

H18

48,685

16,847

65,532

H19

38,568

18,403

56,971

H20

22,899

21,743

44,642

H21

37,809

17,580

55,388

H22

39,927

24,250
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28,076

秋鮭輸出実績（通関統計調べ）

1－8月
9－12月

（単位：トン）

需要の伸びが期待される「鮭フレーク」

「熟成鮭」は年間商材として定着してきました
9 8
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　周年
沖
で
働
く

　
　
　
　
本
間
さ
ん
一家

　　ご
主
人
の
本
間
一
俊
さ
ん
は
、

小
樽
水
産
高
校
卒
業
後
、
地
元
で

漁
師
に
な
っ
て
23
年
。
家
業
の
中

心
は
冬
場
の
ス
ケ
ソ
ウ
刺
し
網
漁

で
、
10
月
か
ら
翌
２
月
ま
で
漁
期

が
続
き
ま
す
。
ま
た
春
か
ら
は
エ

ビ
篭
、
ツ
ブ
篭
、
夏
場
は
カ
ニ
、

昆
布
、
潜
水
で
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
採

り
と
、
周
年
沖
で
働
い
て
い
ま
す
。

４
歳
年
下
の
奥
さ
ん
千
鶴
さ
ん
は
、

室
蘭
出
身
の
山
育
ち
。
漁
師
の
生

活
を
良
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

双
方
の
友
達
の
紹
介
が
き
っ
か
け

で
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。「
結
婚

前
に
大
変
だ
と
聞
か
さ
れ
て
も
ピ

ン
と
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬
の
ス

ケ
ソ
ウ
が
一
番
大
変
で
す
が
、
今

は
す
っ
か
り
浜
の
人
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　今年
か
ら
舵
を
任
さ
れ

　
船
頭
デ
ビ
ュ
ー
し
た

　
　
　
　
　

  

一
俊
さ
ん

　　長
男
の
彪
瑚
君
は
小
学
４
年
生
、

今
年
か
ら
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
入

り
活
躍
中
で
、
日
ハ
ム
の
糸
井
選

手
の
フ
ァ
ン
で
す
。
乙
羽
ち
ゃ
ん

は
小
学
２
年
生
、
ち
ょ
っ
と
人
見

知
り
で
す
が
、
水
泳
を
習
い
25

メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
又
造
さ

ん
は
、
少
し
前
ま
で
船
頭
と
し
て

「
清
進
丸
」
の
舵
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
久
子
さ

ん
は
、
何
で
も

こ
な
せ
る
働
き

者
だ
そ
う
で
す
。

　今
年
か
ら
清

進
丸
の
新
米
船
頭

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
一
俊
さ
ん
は
、

「
家
業
を
後
世
に
残

し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
子
供
と
一
緒
に
沖
に
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
本
気
で
継

い
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
ね
。」
と

話
し
ま
す
。
初
心
者
が
故
の
大
当

た
り
も
あ
る
そ
う
で
、
そ
ん
な
一

俊
さ
ん
を
千
鶴
さ
ん
が
し
っ
か
り

と
支
え
る
姿
が
、
お
話
か
ら
伺
え

ま
し
た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
が
、
船
頭
に
な
っ

た
ば
か
り
の
夫
と
共
に
頑
張
り
ま

す
。」
と
千
鶴
さ
ん
。「
漁
の
腕
は

ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
、
な
る
よ
う
に

な
る
さ
。」と
笑
顔
の
一
俊
さ
ん
は
、

一
人
前
の
船
頭
目
指
し
、
日
々
魚

を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

《
文
／
菅
野

　厚
》

「浜の家族物語」では、
「なみまるくん」の表紙に
登場するご家族を紹介し
ます。今回は、いぶり中央
漁協の本間（ほんま）さん
ご一家です。

浜
の
家
族
物
語

ひ
ょ
う
ご

　
　

頭

す
っきり!!

　
　

頭

す
っきり!!

11

タテ の カギ

ヨコ の カギ

テ

　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。秋と言えば、運動の秋・読書の秋と…一番はこれです
ね！

応募いただいた方の個人情報は、クイズ当選者への図書カード進呈
と、広報なみまるくん「浜だより」の、おたより掲載（氏名・市町
村名）にのみ、使用いたします。

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目1番地
北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当
＊FAX番号 011－（242）－3543
＊電子メール info＠gyoren. or. jp

応募先

正解者の中から抽選で５名の方に図書カードを進呈
いたします。ハガキ、ＦＡＸもしくは電子メールに
答えと浜のたより及びご意見・ご提言など、住所・
氏名・年齢を書き添えて、どしどしご応募ください。

8月号の解答と当選者

1 2 3

7

10

14

2120

15

17 1918

16

13

1211

8 9

5

4

6

1 2 3

7

10

14

21 22

23 24

20

15

17 1918

16

1312

11

8

9

54

6

（9月15日消印有効）

解答 となります。

ナツマツリ

※右と左の絵には、6ヵ所の異なるところがあります。
　さあ、見つけてください。（印刷のズレや汚れは関係ありません。）間違いは6つです。

※答えは17頁にあります。

クロスワードパズル

間違いさがし間違いさがし

クロスワードパズル

間違いさがし

ネ
コ カツカ

バ
ナ

カ キヤ バサ
タキ ツ ナ ギア

ウチ ツス ネ
マエ ヤ ス ミタテ
リイ グ ンセー

ダ ジンイ モ オシ

ブ マタ ヤ ケワ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

宮本　貴子さん
福永乃利子さん
中村　郁夫さん
松村寿実子さん
町谷　正宏さん

釧 路 市
北 斗 市
斜 里 町
福 島 町
稚 内 市

河童はここでは力が出ません
釘を打ったり、投げたり、オークションで叩いたり
尾頭付きと言えばこの魚
殻はないけどクリオネはこの仲間
たまには木から落ちることも
日本料理
人の姿。○○○○もまばら
遅刻⇔○○○○
機内で寝るのに便利なグッズ
温泉旅行で泊まるところ
十五夜、十三夜と秋はシーズンです
後に残る風情や味わい
出る○○は打たれる
ミンミン、アブラ、ツクツクボウシと言えば？

得意芸。十八番と書きます
サルカニ合戦の原因になった果実
○○コーヒー、ドラム○○、○○ちがい
思いがけない幸運。「物怪の○○○○」
映画「ハイヌーン」の邦題は「○○○の決闘」
芸術
海外○○○○、卒業○○○○、新婚○○○○
結婚式のこと。「○○○○の典」
マスカラを塗るところ
船○○、二日○○、○○止め
畑を耕す農具
スモークすること
共通の目的を持った仲間で設立された組織
ハッカのこと

①
②
③
④
⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
⑫
⑮
⑯
⑱
⑲

①
④
⑤
⑥
⑧
⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑰
⑱
⑳
㉑
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北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当
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＊電子メール info＠gyoren. or. jp
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（9月15日消印有効）

解答 となります。

ナツマツリ
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※答えは17頁にあります。
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コ カツカ

バ
ナ
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マエ ヤ ス ミタテ
リイ グ ンセー

ダ ジンイ モ オシ

ブ マタ ヤ ケワ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
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福永乃利子さん
中村　郁夫さん
松村寿実子さん
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北 斗 市
斜 里 町
福 島 町
稚 内 市
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釘を打ったり、投げたり、オークションで叩いたり
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たまには木から落ちることも
日本料理
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畑を耕す農具
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ハッカのこと
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　2005年に世界自然遺産に登録された知床。クジラや
イルカが見られる豊かな海を行く「知床ネイチャーク
ルーズ」に乗船してきました。

　8月18日（木）雨が心配された天気も何とかもって、定刻９時
に羅臼の港を出港、約2時間半のクルージングが始まりました。ク
ルーズ船「エバーグリーン号」の船長長谷川正人さんは、平成18
年からクルーズ船に乗り換え６年目、それまではスケトウ、イカ釣
りなどを営む漁師でした。羅臼漁協のスケトウ漁船減船を機に、今
の仕事を始めたそうです。「自然探索の目的を主に運航していま
す。大自然の中で行われる漁業や、羅臼で暮らす人々の暮らしまで
も紹介します。」と該社のホームページにあるように、出港後から
長谷川さんは流暢に解説してくれました。
　この日はツチクジラ（体長10メートル程）の群れを確認、遠く
でジャンプしている姿を見る事が出来ました。このネイチャーク
ルーズは、他のクルーズ船や、陸から目視観測している長崎大学の
研究チーム等と連携してクジラを探す、まさに自然探索です。「漁
を辞めてから海が良く見えるようになった。」と話す長谷川さん
は、日々クジラを追いかけ、訪れる人たちに知床の素晴らしさを伝
え続けています。

【菅野　厚】

羅臼の自然
を満喫

 「知床ネイ
チャークル

ーズ」

水中マイクでマッコウクジラの発する
「クリック音」を確認中

「エバーグリーン号」   長谷川船長

日の出から日の入りまで目視でクジラ観測を
続ける長崎大水産学部の研究チーム

ツチクジラの水しぶき
体長 10mほど
だそうです
（写真中央）

トウゾクカモメを
発見

13

北海道立漁業研修所受講生募集

　北海道立漁業研修所では、平成24年度総合研修の受講
生を募集しています。研修は、平成6年4月1日以前に生ま
れた18歳以上の漁業後継者や漁業を志す方50名を対象に
行われ、受講生は、漁業に必要な知識・技術を学び、小型
船舶操縦士など漁業に必要な各種資格の取得を目指します。
研修期間は平成24年5月中旬から11月中旬までです。
　受講を希望される方は、必要事項をご確認の上、11月
11日（金）必着で、道立漁業研修所までお申し込みくだ
さい。学科試験、作文試験および面接試験を行い合否を
決定します。募集の詳細は、漁業研修所や各漁協までお
問い合わせ下さい。
　募集要領や受講申込書類などに関する詳細は、ホーム
ページ（http://www.host.or.jp/net/gyoken/）にてご
確認下さい。

全国漁業協同組合学校学生募集

漁協・漁村での活躍を目指す学生を求む

漁業就業を希望する意欲ある若者を募集

　千葉県柏市にある全国漁業協同組合学校では、平成24
年度第73期の学生50名を募集しています。入学資格は、
漁協や漁協系統団体に勤務中の方もしくは高校・専門学
校・大学等の卒業者（来春卒業見込を含む）、または高校
卒業と同等以上の学力を有すると認められる方で、漁協や
漁協系統団体等からの推薦を得ていることが必要です。本
年度の選考は、11月、2月、3月の計3回行われ、書類審
査、小論文及び面接による総合的な判断に基づいて入学者
が決定します。北海道から応募される方は、願書受付期間
内にぎょれん指導教育部宛に必要書類を提出してください。
  
【問合せ先】全国漁業協同組合学校
〒277-0854 千葉県柏市豊町1丁目4－5
TEL 04－7144－8125
ホームページ http://www.jf-net.ne.jp/kumiaigakkou/
【書類提出先】ぎょれん指導教育部
〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目（水産ビル）
TEL 011－241－1051
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競演

　１日目は、グッチ裕三さんとＮＨＫ「きょうの料理」司会

後藤繁榮（しげよし）さんが宗谷の浜を視察しました。お

二人は地元のたこ加工場を訪れ、この日水揚げされたたこ

を茹でる工程を取材、その場で茹でたての水ダコを試食し

ました。また、「日本最北端の地」の記念碑も訪れました。

「きょうの料理・全国キャラバン」
地元の味をあなたの町から　～稚内市宗谷～

　7月28日、29日に稚内市宗谷で、ぎょれんと道漁連丸宗会が協賛して、「きょうの料理全国
キャラバン」のイベントが行われました。宗谷岬やたこ加工場の視察、地元の浜のおかあさんが作
るたこ料理や、グッチ裕三さんのオリジナルレシピを紹介するイベントが行われました。

　8月10日（水）11日（木）、札幌市にある丸井今井で開催された「夏休み！こども体験アカデミー
2011」に、ぎょれんと道漁青連は、「漁師さんの出前授業」を出展しました。いつもより短めの60
分の授業を計6回行い、2日間で93名の小学生が参加、道漁青連副会長・釧勝地区会長の石田
正則さん、道漁青連小樽地区会長の柏木和美さんの二人が講師を務めました。

雲一つない青空と穏やかな海が
とても印象的だったこの日の宗谷岬

「きょうの料理・全国キャラバン」
地元の味をあなたの町から　～稚内市宗谷～

　7月28日、29日に稚内市宗谷で、ぎょれんと道漁連丸宗会が協賛して、「きょうの料理全国

競演競演
宗谷のたこを使った地元の味と
 グッチ裕三さんの
 アイディアたこ料理の

７
月
２８
日（
木
）

　「夏休み！こども体験アカデミー」は子ども達が仕事

を実際に体験したり、直接仕事のことを聞くことのでき

る小学生向けの講座で、15の企業がそれぞれの特色を

活かした講座を開きました。漁師さんの出前授業のブー

スは、子ども達が自由に動けるように机もイスも置かな

いカーペット敷きのスペースで、大漁旗や刺網、ライフ

ジャケットなどが飾られ、子ども達は興味津々な様子で

す。まずは自分たちが操業している様子を映像で見せな

がら、石田さんはタコ空釣縄漁、柏木さんはカレイ刺網

漁について説明しました。その後、子ども達はカレイ刺

網やタコ縄に触ってみたり、一人ずつライフジャケット

を着てその感触を確かめていました。

　漁師さんの技を披露するコーナーでは、石田さんが切

れたロープを元通りに結ぶ「さつま入れ」、柏木さんが浮

きのガラス玉にロープを巻く「玉掛け」を実演しました。

子ども達は漁師さんを囲んで、その手元をじっと見つめ、

その素早い手作業に驚いていました。また、石田さんが

ハチマキをほどき、ほっかぶりをして見せると、子ども

達から歓声が上がりました。

　あっという間の 60分でしたが、漁師になりたいと話

す子どもの姿も見られ、子ども達は、漁師さんや「漁業」

という仕事にとても興味を持ってくれたようです。

宗谷漁協女性部の皆さんが作った「たこ
ハンバーグ」と「たこともずくの酢みそ和え」
が、会場の皆さんに振る舞われました

「たこのアジアン焼き飯」を炒めると会場
全体に香ばしい香りが広がりました

７
月
２９
日（
金
）

夏休み！こども体験アカデミー2011

夏休みの
　小学生に

漁師さんが

　出前授業

引っ張ってくぐって刺網の感触を確かめました

石田さんが「さつま入れ」したロープで綱引き

見やすいところから自由に柏木さんの「玉掛け」を見てみました

　稚内市宗谷にある宗谷漁協の宗谷岬支所において、地元稚
内市を中心に約 60 名のお客さんを招き、「きょうの料理全国
キャラバン」のイベントが行われました。
　「これが定番！たこ料理」と題した第１部では、宗谷漁協女
性部長の神正子さんが、具と一緒に梅肉を包んだ「たこの和
風春巻き」を披露、「梅がすごく合うっしょ。」とグッチ裕三
さんから絶賛されました。続いて裕三さんが、タレントの三
宅裕司さんに教えてもらったという「三宅さんちのたこ」を
紹介、一口大に切ったたこをガーリックパウダーとめんつゆ、
ごま油で和え、ねぎと一味をのせるだけのとても簡単で美味
しい一品です。
　第２部「これは驚き！たこで新定番」では、裕三さんがオ
リジナルレシピを公開、しゃぶしゃぶ用ごまだれとだしじょ
うゆで仕上げる「たこのアジアン焼き飯」の、たこをご飯と
炒めるアイディアは、浜のおかあさんたちにとって新鮮な驚
きだったようです。
　後藤アナウンサーお得意のダジャレを交えた話や、番組特
製の調理グッズなどがプレゼントされる抽選会など、最後ま
で楽しいイベントでした。
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夏休みの
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漁師さんが

　出前授業

引っ張ってくぐって刺網の感触を確かめました
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ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！

浜の皆さんから「おうち」の疑問、質問、お悩みを
募集しています。
宛　先：札幌市中央区北3条西7丁目1番地

北海道ぎょれん総務企画部広報担当
F A X：011－242－3543
メール：info@gyoren.or.jp

建築・設計に関するご相談は

㈱ぎょれん設計センター
TEL：011－281－8509

楽しく選ぶ
機能的な壁紙

詳しく
取り上げて
行きま～す

　前回は汚れを防止する壁紙をご紹介しましたが、その他にも多機能な壁紙が各メー
カーから販売されています。最近では部屋の「臭い」を気にする人が増えており、家庭
内での健康被害や臭いの元となる「タバコ」の消臭が話題になっています。今回は家庭
内の臭い対策として「消臭壁紙」をご紹介します。

1．壁紙の成り立ち

ビニールの壁紙の上に臭いの
吸着剤が塗ってあります。

その2  臭いを抑える壁紙

3．使用に適した場所

分解

臭いを吸着

吸着剤をぬってある

無臭放出

0 5年 10年消臭壁紙下地ボード

2．消臭剤は大豆から抽出したアミノ酸等、
   メーカーによって多種多様です。

＊部屋の臭いの主成分とは

トイレ、寝室、居間、ペットがいる部屋等にお勧
めです。機能にもよりますが、平均５～１０年効
果が持続するものが一般的です。

・タバコの臭い…アセトアルデヒトが主成分で、これは二日酔いの原因と一緒です。
・家具や建材の臭い…ホルムアルデヒド。
・ペットや生ごみ（生活臭）…アンモニア、硫化水素等。
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（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

ほっとする　船から降りた　その笑顔

　

北
斗
市
の
七
重
浜
海
岸
が
海
開
き
な

の
で
、
海
辺
の
掃
除
に
参
加
し
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
が
悪
い
の
に
は
び
っ
く
り
！
遊
ん

だ
あ
と
は
片
づ
け
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
北
斗
市
　
福
永
　
乃
利
子
さ
ん
）

　

今
年
は
イ
カ
が
大
漁
と
い
う
話
。
嬉
し

い
で
す
ね
。
厚
岸
の
昆
布
漁
も
お
盆
前
で

９
回
出
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
厚
岸
町
　
平
原
　
卓
哉
さ
ん
）

　
え
び
と
ほ
う
れ
ん
草
の
ス
ー
プ
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
い
し
く
て
、

子
供
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
釧
路
市
　
宮
本
　
貴
子
さ
ん
）

　

村
祭
り
で
す
。
お
墓
参
り
で
帰
村

さ
れ
る
人
々
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
人
々
が
村
に
残
っ
て
い
ら
れ
る
体
制

が
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
専
務

参
事
会
の
泊
原
発
視
察
の
記
事
を
読
み

ま
し
た
。
本
村
も
建
設
候
補
地
で
し
た
。

今
、
複
雑
に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
）

　

８
月
６
日
、
７
日
と
毎
年
恒
例
の

岬
祭
り
が
あ
り
、
わ
が
女
性
部
は
浜
鍋

と
加
工
品
な
ど
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
タ
コ

リ
レ
ー
に
も
、
部
員
、
職
員
、
若
手
漁

師
と
８
人
で
出
場
し
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
忙
し
く
１

日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

（
初
山
別
村
　
白
府
　
美
恵
子
さ
ん
）

　

別
刷
な
み
ま
る
く
ん
に
載
っ
て
い

た
昆
布
の
す
ま
し
汁
が
す
ご
く
お
い
し

そ
う
で
し
た
。
私
も
家
で
作
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

（
厚
岸
町
　
小
島
　
綾
乃
さ
ん
）

　

暦
の
上
で
は
立
秋
、
も
う
す
ぐ
秋

鮭
定
置
が
始
ま
り
ま
す
。
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
を
吹
き
飛
ば
す
く
ら
い
の
大
漁
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
斜
里
町
　
中
村
　
郁
夫
さ
ん
）

　

こ
ち
ら
は
養
殖
昆
布
の
水
揚
げ
も

大
体
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
製
品
作
り

で
す
。
天
然
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
そ

れ
に
し
て
も
毎
日
暑
い
。
体
に
堪
え
ま

す
。

（
函
館
市
　
佐
藤
　
芳
雄
さ
ん
）

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
今

年
は
震
災
も
あ
り
、
海
の
方
も
心
配
で

し
た
が
、
イ
カ
が
漁
あ
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
お
父
さ
ん
暑
い
け
ど
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
福
島
町
　
松
村
　
寿
実
子
さ
ん
）

　北海道では定番の「北海盆唄」発祥の地、三笠市

で行われた三笠北海盆おどりに行ってきました。今

年 10回の節目を迎えるこの盆おどりは、雨で時間

を４０分に短縮しての開催でしたが、ずぶぬれにな

りながら本場で踊った「北海盆唄」はとても爽快で

した。  　　　　　　　　　　　　　　  （編集部）

11pの間違いさがしの答え

無洗米「大漁御膳」のお求めは、お近くの漁業協同組合へ

グループグループ

本社 TEL（011）261-0884  函館支店 TEL（0138）22-4146  釧路支店 TEL（0154）41-7145  長万部営業所  TEL（01377）2-4118

専門のノウハウ 浜に密着した機動力専門のノウハウ 浜に密着した機動力

漁業資材・施設設備で北海道の浜をサポート
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浜

の家
庭料理をご紹介

古宇郡漁協　

藤巻みや子さん

鮭の三平汁

【作り方】
だいこん・にんじんはいちょう切りにし、鮭は一口大の角切り、
長ねぎは１センチ幅の斜め切りにする。
鍋に水と昆布を入れ、切っただいこんとにんじんも入れて火に
かける。
煮立ってきたら昆布を取り出し、鮭を入れる。
再度煮立て、鮭に火が通ったら塩で味を整える。
火から下ろす少し前に長ねぎを入れる。
器に盛り出来上がり。

❶

❷

❸
❹
❺
❻

塩
味
で
秋
鮭
の
美
味
し
さ
が
引
き
立
つ

　今
回
は「
鮭
の
三
平
汁
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。北
海
道
の
浜
の
味
覚
を
代
表
す
る
三

平
汁
は
、郷
土
料
理
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。昆
布
だ
し
と
塩
の
素
朴
な
味
付
け
で
、

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
秋
鮭
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
鮭
の
あ
ら
を
加
え
る

と
、更
に
味
わ
い
が
広
が
り
ま
す
。

【材料】（4人分）
・鮭・・・5切
・だいこん・・・1/4本
・にんじん・・・1/2本
・長ねぎ・・・1本
・昆布・・・30センチ2本
・塩・・・適量
・水・・・1000cc

鮭でつくる

特集 ぎょれんの秋鮭対策事業特集 ぎょれんの秋鮭対策事業

特集 海岸線の仲間たち特集 海岸線の仲間たち




